
学校推薦型選抜（一般公募）

学校推薦型選抜（一般公募）を志願できる者は、次の各号のすべてを満たす女子。第三志望まで志願可。
①合格の場合、必ず入学する者。
②高等学校3ヶ年の学業成績が良好と認められる者。原則として全体の学習成績の状況（評定平均値）3.0以上の者。
③令和6年3月高等学校卒業見込みまたは令和5年3月高等学校卒業の者。
　注）本学独自学業奨学生の応募資格（下記の資格）を満たせば本学独自の学業奨学生の応募対象となります。
　詳しくは本冊子の24・25ページをご覧ください。

■全日制・定時制課程在校者(令和6年3月卒業見込者）
　・ S特待奨学生（2年最大400,000円給付）⇒3学年1学期（2期制については前期）までの全体の学習成績の状況（評定平均値）4.5以上かつ3学年7月ま

での総欠席日数が10日以内の者。
　・ A奨学生（1年次150,000円給付）⇒3学年1学期（2期制については前期）までの全体の学習成績の状況（評定平均値）3.8以上（3.8～4.4が対象）かつ

3学年7月までの総欠席日数が10日以内の者。
　 ※B奨学生は廃止となりました。

■通信制課程在校者（令和6年3月卒業見込者）
　・S特待奨学生（2年最大400,000円給付）⇒3学年1学期（2期制については前期）までの全体の学習成績の状況（評定平均値）4.8以上の者。

出願資格1

募集人員２

出願期間・試験日・発表・入学手続3

（注1）合否については、本人及び推薦者に郵送で通知します。なお、学内掲示における合格発表は行いません。電話での問い合わせにも応じません。
（注2）高等教育の修学支援新制度に関する本学での手続書類を合格通知に同封します。

出願期間 選考（試験）日 合格発表 入学手続締切

令和5年11月6日（月） ~ 11月15日（水）17:00必着 11月26日（日） 12月5日（火） 1月15日（月）

下記の書類を、出願期間中に直接又は簡易書留郵便で本学アドミッションオフィスに提出。

（1）入学願書
本学所定の用紙「学校推薦型選抜（一般公募）用入学願書」（45ページを切り取ったもの）を使用すること。

（入学願書の記入方法については37ページを参照のこと）

（2）入学検定料払込証明書
27,000円

（入学願書の裏に払込受付証明書を貼付のこと。払込用紙を利用せず納入する場合は、支払済であることが確認できる書類を貼付のこと。）
なお、一旦納入された検定料は事由の如何を問わず返還しない。
※払込用紙は入学願書送付用の茶封筒の中に入っています。

（3）調査書
文部科学省が定めた様式により、出身高等学校長名で作成したもので、 出身校において厳封のこと。

（4）受験票返信用封筒
1通（宛先明記の上、速達切手貼付のこと）

（5）推薦書
本学所定の用紙（41ページを切り取ったもの。7月下旬頃からはホームページよりダウンロードもできます）に出身高等学校長名で作成。

（6）志望理由書
本学所定の用紙（ホームページよりダウンロードしてください。※7月下旬頃からダウンロードできます。郵送希望の場合はアドミッションオフィスに電話で請求してくだ
さい。）を使用すること｡

[提出先] 〒811-1311 福岡市南区横手一丁目2番1号
　　　　香蘭女子短期大学 アドミッションオフィス
　　　　092-581-1585 （平日9時~17時）

学校推薦型選抜（一般公募）試験場
本学　香蘭女子短期大学　福岡市南区横手1-2-1

学校推薦型選抜（一般公募）時制
※9：15までに試験会場に入室してください。
9：30～10：20　小論文
10：40～　面接

　（注1）小論文開始後30分までは入室できますが、 30分をすぎると欠席扱いとなります。
　（公共交通機関の大幅な遅延が生じた場合はこの限りではありません。）
　（注2）面接の順番は、試験当日にしかわかりませんが、正午頃には終了予定です。

出願手続5

選考会場・当日時制6

選考方法4
合否は下記の内容で判定します。

全学科 小論文・面接・書類審査

評価対象
評価範囲

評価の観点 評価割合知識
技能

主体性・多様性
協働性

思考力・判断力
表現力

調査書､推薦書 ◯ （○） （○） 「知識・技能」を中心に、主に調査書の全
体の学習成績の状況 (評定平均値)および
出席状況を評価します。 また、小論文では､
文章読解力、思考力・判断力・表現力を中
心に評価します。

・調査書50％
・面接・推薦書・志望理由書35%
・小論文15%
※ 調査書、推薦書、志望理由書は選考

時の基礎資料

小論文 ◯ ◯

面接、志望理由書 ◯ ◯

調査書､推薦書､志望理由書の基礎資料を
もとに面接を行い、 「主体性・多様性・協働
性」 および 「思考力・判断力・表現力」を
評価します。

（注1）小論文（50分、600字以内）は比較的短い課題文を読み、指定のテーマについて意見を述べる形式。
（注2）面接は2回実施します。
（注3）食物栄養学科志願者は、化学を履修していることが望ましい。
（注4）保育学科志願者は、ピアノはバイエル40番程度以上の能力があることが望ましい。
（注5）携帯電話を時計として使用することは不可。また、通信機能ありの腕時計も使用不可。
※（注3）、（注4）については、あくまで「望ましい」というだけで、この要件に該当しなくても、合否判定で不利になることは、全くありません。

ファッション総合学科 42名 食物栄養学科 35名 保育学科 59名 ライフプランニング総合学科 70名

※上記の募集人員は学校推薦型選抜（指定校）・学校推薦型選抜（併願制）の募集人員と合算したものです。
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